
去 此 国際航空貨物･情報コミュニティのいま

共用･標準の情報ゲート;
CCSJの役割はさらに広がる
カー∃■･コミュニティー･システム･ジャパン(樵)代表取締役社長

日本の国際航空貨物ITサービスの先頭を走る1社とし

て､｢カーゴ･コミュニティー･システム･ジャパン株式

会社(略称:CCSJ)｣の名を挙げることをためらうもの

はないだろう｡汎用･共通の航空貨物情報システムの

開発と提供にまい進し､急変貌を遂げるエア物流のIT

要請に対応してきた｡いま､CCSJはどんな位置にあ

り､新時代にどう動き､何を模索しているのか､同社を

リー ドする松山久秋社長が特別寄稿してくれた｡

CCSジャパンの取扱量は右肩上がり
荷主にとって､出荷した貨物がどこにあるか正確に把

握することは､リードタイムの短縮や在庫削減のために

欠かせない｡多くの荷主が物流のr可視化｣､｢見える化｣

に取り組んでいるゆえんである｡航空輸送の場合は､特

に急ぎのケースが多いので､荷主は位置情報を早く正隈

に得ることを欲しているO

多くのフォワ一夕ーは自社システムの中に貨物のピッ

クアップからデリバリーまでの位置情報を登録して持っ

ているが､発地空港から着地空港までの問の情報は航空

松 山 久 秋

会社から入手して自社システムに反映している｡これに

よって､ランド部分とエア部分を合わせたドア ツー ド

アの情報が､フォワ一夕-のホームページで見られるよ

うになった｡荷主はフォワーダーのホームページにアク

セスすれば貨物がどこにあるか調べることができる｡

このような状況から､カーコ･コミュニティー･システ

ム･ジャパン(CCSジャパン)の取り扱いメッセージの中で

買物位置情報が最も多く､全体の4分の3を占めている｡

荷主のロジスティクス管理のレベJLJが高度化するにつれ

て､今後とも正確でタイムリーな位置情幸馴こ対する荷主

のニーズはますます高まるだろうと思われる｡

事実､CCSジャパンは1999年に設立されたが､メッ

セ-ジの取扱量は一貫して伸びてきたo扱っているメッ

セージは日本のフォワーダーと日本の航空会社との問の

メッセ-ジに限らない｡むしろ､国内よりも海外､すな

わち､r日本のフォワーダーと海外航空会社との間｣と

r海外フォワーダーと日本の航空会社との間｣のメッセー

ジの方が多い｡

また､CCSジャパンは空港上屋会社と接続しており､
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特別寄稿l

混載マニフェスト情報､上屋料金情報､上屋での買物位

置情報等を関係者間で交摸しているO一部の海外のカー

コ コミュニティ システム(CCS)は税関ともつながって

いて､税関への貨物情報の登金言が行われている｡

月間メッセージ取り扱い件数は､CCSジャパン設立当

時は月間40万件ほどだったが､現在では月間110万件ほ

どと､約3倍に増えたO増力ロの背景としては､航空貨物そ

のものが増えたほか､荷主のニーズの高まり､参加フォ

ワーダーと航空会社が増えたこと､各国の保安強化に伴

い貨物の事前情報の提出が求められるようになったこと

などが挙げられる｡この結果､設立後数年間は赤字だっ

たCCSジャパンも､メッセージの取扱量が増加するにし

たがって黒字に転換し､累積損失も来年度くらいには解

消する見通しになったo

CCSジャパンのサービスとは
物を作ったり､動かしたりするのは目に見えるので分

かりやすいCしかし､情報は目に見えないので､CCSジャ

パンのサービスも分かりにくい｡コンピューター間で情

報を交摸するには､回線がつながっていて､コンピュー

ター同士が同じ言葉を話す必要がある｡

CCSジャパンは電話線や光ケーブルを自分で持たない

通信会社だが､CCSジャパンのサービスを利用すれば､

言葉(通信プロトコル)や新しさ(メッセージ バージョ

ン)が違っても､また､通信経路の心配をしなくても､他

の参加者と情報交操ができる｡

CCSジャパンがなかったと仮定すると､フォワーダー

や航空会社はそれぞれ1対1でつながねばならず､大変な

手間と費用がかかる｡CCSジャパンが問に立って､必要

な変換(通訳)を行い､転送を行うことによって､CCSジャ
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l特別網

うになった｡これが､カーコ コミュニティ システムで

ある｡CCSジャパンの前身になった ■トラクソン･アジ

ア'●も1991年に東京に設立された｡

<t5
見 物情報の事前送付や貨物予約にも
911の記憶は特に航空業界に関係する人々にとって決

して消え去ることはないだろう｡残念ながら､今もテロ

の脅威は収まりそうにない｡アメリカ政府は国土安全保

障省(Depanme[tofHomelandSecunty)を設け､その下に税

関 国境警備局(〕SC]stomsandBorderProtection)を設け

た｡このCBPの主導で､貨物情報の到着前スクリーニング

制度が2004年夏からスタートした｡

これに伴い､CCSジャパンはフォワーダーからハウス

マニフェスト情報を受け取って航空会社に転送するサー

ビスを始めた｡多くのフォワーダーはハウス マニフェ

スト情報をCCSジャパンにファイルで一指して転送して

いる｡しかし､CCSジャパンとホスト ツー 7Tiスト接続

をしていないフォワーダーもあるので､このようなフォ

ワーダーがインターネットで入力できるように､CCS

ジャパンはウエブ経由の入力機能も開発した｡

アメリカに続いて､本06年6月からカナダが同様の制

度を中人した.インドでもことし夏から始まっている｡

欧州では本年10月からフランスが始める予定で､同国は

まずマスター運送状情報から始めるとしている｡日本も

積荷情報の事前提出を義務付ける法律改定がなされ､ま

ず､マスター運送状情報からスタートすることになった｡

E〕も以前から事前スクリーニングの導入を検討してお

り､いずれ始めることになるだろう｡このように､テロ

の脅威は収まりそうにないので､セキュリティ関係の

メッセージ丑は増えていくだろうと予測されている｡

一万､1998年から99年ころ､Cargo2000のローカル ア

クティビティとしてCa｢902000Japa【が組織され､航空会

社とフォワーダーが集まって､業界ED=こかかる協議を

行った｡4つの部会が設けられたが､そのひとつの部会の

テーマが ｢予約の電子化の推進｣だった｡混載貨物のス

ケジュール情報を､ファクスでなく､電子データで送る

検討が行われた｡これができれば航空会社はファクスで

受け取った混載スケジュールの情報を自社システムに入

力する手間が省けるメリットがある｡

異体的な検討の後､早速､一部のフォウーダーと航空

会社の間で､CargoIMPの予約メッセージを使って電子予

約が始まった｡その後､この取り組みはトラクソン･アジ

ア､CCSジャパンと引き継がれて､利用者が増えてきて

いる｡現在､フォワーダー5社(NEC/KVVE/YAS/KKS/

VWT)と航空会社6社(JAL/ANA/NCA/CPA/KAL/DLH)の間で

利用されている｡ほかにも興味を持っている会社がある

ので､今後とも参カロが増えそうである｡

以上は､ホストツー ホスト接続によるファイル転送

型の電子予約であるが､近年､ウェブベースで電子予約

を促進しようという動きが活発になっている｡CCSジャ

パンはウェブ経由の予約機能として､ホストツー ホス

トで送った予約情報のモニター､詳細表示､印刷､修正

登録等の機能を開発したccCSジャパンは､ホスト

ツー ホスト接続による予約の補完機能を充実するとと

もに.さらに便利な機能を追加しようと検討中である｡

電子予約の取り組みは､これまでのところ､スケ

ジュール混載のイニシャル予約のみの段階であるが､将

来的にはフォアキャスト､ファイナル情報についても課

題になるだろう｡また､スケジュール混載以外の一般予

約の取り組みも必要だ｡
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特別桐l

今後､実際の貨物重畳･容積が入った電

子予約が一般的に行われるようになるか

どうかは､航空会社が即座に回答できる

ような仕組みを作れるか否かにかかって

いる｡航空会社がそれを可能にするよう

なReVen〕eManagementSvstemを開発でき

て､大多数の電子予約に対して即座にコ

ンプアームが出せるようになれば､格段

に利用が広がるだろう｡

e-FreightProjectとCargoI
MPの限界CCSジャパンの将来に大きな影響を与えそ

うな動きとして､IATAのe-FrelghtPr
oJeCtがある｡将来的にはペーパーレス化が進むだろう

から､業界でのEDP(電子情報交摸)が拡大して行

くだろう｡1ATAは2005年11月に "e-FrelghtConference■●を開催し､航空運送状その

他の害頬のすべてを､2010年までになくすという目標

を立てたCその第一段階として､2007年に5カ

国(スウェーデン/オーストラリア/カナダ/シンガポ

ー)LJ/香港)でパイロットテストが始まる見込みで

ある｡IATAは､当面の目標とし

てはペーパー フリー(基本的に紙に頼らないが､必要

あれば印刷可能)の環境を実現することとしている｡ペー

パーレス化(すべての書類をなくすこと)は将来的な目標

としている｡ペーパー フリーを実現するには､さま

ざまの課題があって､IATAは3つの作業部会(L

egal/Busl〔eSS/TechnlCal)を設けて取り組んでいるが､その

ひとつの検討テーマである技術面の問足巨も大きいと思われる｡例えば､現在､CargoIMP標準に基づくFWB(航空運送状情報

)が使われているが､現行のFWBでは技術的な制約があって､ 紙の運送状を代替することはできない｡なぜならば､FWBでは使

用できる文字に制限があるうえに､桁数が

限られ


